
ガードレールを景観配慮色に

― 八ヶ岳南麓風景街道の会 ー



【目的】
心地よい道づくりを通して、自然と美しく共存する八ヶ岳南麓地域
にすることを目的としています。

【活動団体】
平成１９年に官民協働組織である「八ヶ岳南麓風景街道」を設立、
登録されました。

八ヶ岳南麓景観を考える会

朝日が丘班景観委員会

八ヶ岳ネットワーク

自然いろシート普及委員会

まちづくり小淵沢

キープ協会

山梨県立大学国際政策学部 箕浦研究室

甲府河川国道事務所

山梨県

北杜市

計 １０団体



【活動内容】

① 八ヶ岳南麓の自然や歴史・文化を語る道の復古・再生

② 八ヶ岳南麓の豊かな自然と、素晴らしい眺望の価値を高める

活動

③ 道のつながり機能を活かした多様な楽しみの提供

④ 八ヶ岳南麓の美しい沿道景観の促進

この活動の１つとして…
「赤白防護柵・ガードレールの塗り直し」を
平成２２年度から毎年度実施しています。

６年間継続

通称：ペンキ塗り



【赤白防護柵・ガードレールの塗り直し】

◆ 活動状況

平成２２年１１月１８日 第１回ペンキ塗り 八ヶ岳高原大橋駐車場周辺

平成２４年 ３月１４日 第２回ペンキ塗り 北杜市役所大泉支所周辺

平成２５年 ３月２１日 第３回ペンキ塗り 北杜市大泉町谷戸地区周辺

平成２５年１１月１４日 第４回ペンキ塗り 三峰の丘周辺

平成２６年１０月２６日 第５回ペンキ塗り 三峰の丘周辺

平成２７年１０月 ４日 第６回ペンキ塗り 三峰の丘周辺



◆ 今年度の状況



◆ 活動成果

① 「平成２３年度 日本風景街道 関東年間優秀活動賞」受賞

② 波及効果

ペンキ塗りボランティア募集の取り組

みが、かくす工夫・見せる工夫や統一

感のある町並みのために工夫した取り

組みであることが評価され、賞をいた

だきました。

県内や隣県の静岡県においても、

ガードレールのペンキ塗りが実施され

始めてきました。

甲州市勝沼

Ｈ27.3.22

官民協働

静岡県富士宮市

Ｈ26.9.30

主体：行政職員



山梨県 八ヶ岳南麓風景 検 索

https://www.pref.yamanashi.jp/kendosui/yatugatakenannroku.html

八ヶ岳南麓風景街道にご興味のある方は、
こちらの県ホームページをご覧ください。

③ ワークショップの開催

第１回 牧場通りを歩く（Ｈ20.11.26）

第２回 レインボーラインと県道２８号「眺望を楽しむ道路として

のあり方を考えてみよう」（Ｈ21.3.19）

第３回 「八ヶ岳の玄関口に相応しい道路を考えてみよう」

小淵沢ＩＣ～鉢巻道路（Ｈ21.6.25）

第４回 「変わりゆく道、変わらぬ」富士見坂と棒道（Ｈ21.11.17）

第５回 「山なみの眺望を楽しむ」清里高原道路（Ｈ22.7.15）

第６回 「走って気持ちの良い道路」レインボーライン

（Ｈ25.10.23）

第７回 「来たくなる景観」景観改善による経済効果（Ｈ27.11.10）

④ 絵はがき

景観活動を推進するため、絵はがき

を作成し、収益金を活動費にしました。



【その他活動】

八ヶ岳南麓風景街道では、ペンキ塗りボランティア以外にも次の活動を実施し

ております。

① シーニックデッキ（眺望ポイント）の整備、維持管理

Ｈ21.9.13手造りにてデッキ設置

毎年１，２回清掃・除草を実施

デッキより見える風景

② 他地域への研修視察

Ｈ19.10.5 千曲川・花の里山風景街道

Ｈ22.10.6 信州みのわ花街道

Ｈ23.10.7 駿河２峠６宿風景街道

Ｈ24.10.3 ぐるり富士山風景街道

Ｈ25.10.3 こころのふるさと木曽路中山道

Ｈ26.10.1 浅間・白根・志賀さわやか街道

Ｈ28.1.7    身延山門内地区



組織の危機

民間が継続する難しさ

資金づくり・立場の違い・運営手法



危機への取り組み

コミュニケーションへの意識



景観とコミュニケーション

組織内でも地域でも


